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ノリ養殖と海水中の栄養塩との関係
ノリ養殖に最低限必要な栄養塩濃度
（水産用水基準）

溶存態無機窒素 ・・・ 約5～7 μM
溶存態無機リン ・・・ 約0.23～0.45 μM

海水中の栄養塩が最低限必要な濃度以下
に減少すると色落ちのリスクが高くなる

栄養塩

大量に吸収
不足

ケイ藻赤潮

ノリの色調変化
（色落ち）

養殖ノリの色落ちの概念図

※ ノリの養殖生産を律速する栄養塩の種類と濃度は海域によって異なる

漁場に供給される各栄養塩のバランス，漁場の流速など

有明海や八代海では・・・ 海水中の溶存態無機窒素濃度が7 μM以下に
減少すると，ノリの色落ちのリスクが高くなる。

本事業では，ケイ藻赤潮が頻発し，海水中の溶存態無機窒素
濃度が7 μM以下に減少する傾向にある冬季を中心に実証試験
を実施している。また，実証試験の期間中は，養殖ノリの色調に
加えて，海水中の栄養塩濃度も測定している。
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効果的なノリの色落ち対策
ノリが利用可能な栄養塩を増加させるためには・・・

栄養塩

二枚貝資源の増加
（複合養殖，放流など）

排泄による栄養塩供給の
増加

摂餌によるケイ藻類の除去

ケイ藻類の現存量の減少

栄養塩消費の
減少

栄養塩濃度の増加

ノリの色落ちの軽減へ
２



【参考資料】 二枚貝によるノリ色落ちの緩和効果の試算
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